
第
１
章
　
　

理

化

学
研

究

所

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｐ

細

胞

事

件

と

は
　

１５

（
１
）
理
化
学
研
究
所
の
歩
ん
だ
歴
史
　
1
6

（
２
）
野
依
良
治
氏
の
理
研
理
事
長
就
任
と
、
理
研

の
大
膨
張
　

２１

（
３
）
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
問
題
の
処
理
と
「
海
軍
乙
事
件
」
　
2
5

（
４
）
遺
伝
子
研
究
の
盛
況
の
原
因
　
2
9

（
５
）
権
威
あ
る
学
術
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
の
正
体
は
商
業
主
義
　
3
4

（
６
）
ア
ク
セ
ス
・
フ
リ
ー
学
術
誌
の
急
激
な
台
頭
と
、
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
の
焦
り
　
3
8

（
７
）
悪
質
な
ア
ク
セ
ス
・
フ
リ
ー
学
術
誌
の
乱
立
　
4
3

（
８
）
学
会
長
が
論
文
捏
造
を
戒
め
る
異
常
事
態
　
5
0

第
２
章
　
　

研

究

者

は

な

ぜ
、

デ

ー
タ

を

捏

造

す

る

の

か
　
5
5

（
１
）
文
部
科
学
省
に
よ
る
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
の
強
行
　
5
7

（
２
）
学
問
の
自
由
を
蹂
躙
さ
れ
た
国
立
大
学
　
6
0

（
３
）
政
府
・
産
業
界
の
使
用
人
と
化
し
た
大
学
研
究
者
　
6
4

（
４
）
米
国
を
模
倣
し
た
欠
陥
だ
ら
け
の
研
究
費
交
付
制
度
　
6
6

（
５
）
過
大
な
研
究
費
を
年
度
内
に
使
い
切
り
、
成
果
を
あ
げ
る
圧
力
　
7
3

（
６
）
研
究
者
の
評
価
を
決
め
る
無
意
味
極
ま
る
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
　
8
0

（
７
）
研
究
者
を
デ
ー
タ
捏
造
に
走
ら
せ
る
四
つ
の
理
由
　
8
4

第
３
章
　
　

明

治

時

代

の
生

命

科

学

の
巨

人

た

ち

は

い
か

に

活

躍

し

た

か
　
9
1

（
１
）
わ
が
国
へ
の
科
学
技
術
の
導
入
に
果
た
し
た
大
学
の
役
割
　
9
3

（
２
）
明
治
時
代
に
現
れ
た
巨
人
①
―

高
峰
譲
吉
　
9
7

（
３
）
明
治
時
代
に
現
れ
た
巨
人
②
―

北
里
柴
三
郎
　
1
0
2

（
４
）
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
そ
の
他
の
人
々
　
1
1
0

（
５
）
異
形

の
科
学
者
、
野
口
英
世
　
1
1
6



第
４
章
　
　

近

年

の
わ

が
国

の
生

命

科

学

の
沈

滞
　
1
2
3

（
１
）
明
治
時
代
の
伝
統
は
受
け
継
が
れ
た
か
　
1
2
5

（
２
）
わ
が
国
の
分
子
生
物
学
者
の
沈
滞
　
1
2
9

（
３
）
わ
が
国
の
研
究
者
を
矮
小
化
さ
せ
た
学
部
制
と
定
員
制
　
1
3
5

（
４
）
有
力
教
授
た
ち
に
よ
る
研
究
費
の
恣
意
的
な
身
内
へ
の
配
分
　
1
4
0

（
５
）
研
究
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
制
の
崩
壊
　
1
4
4

第
５
章
　
　

科

学

史

上

に

残

る

論
文

捏

造
　

１５１

（
１
）
科
学
史
上
の
天
才
も
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
を
行
な
っ
た
　
1
5
3

（
２
）
意
外
に
寛
大
な
、
米
国

の
デ
ー
タ
捏
造
に
対
す
る
処
置
　
1
5
8

（
３
）
米
国

の
名
門
研
究
室
で
起
こ

っ
た
デ
ー
タ
捏
造
事
件
　
1
6
2

（
４
）
　マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
で
起
こ
っ
た
論
文
捏
造
事
件
　
1
6
8

（
５
）
米
国
以
外

の
国
で
起
こ
っ
た
捏
造
事
件
　
１７１

（
６
）
論
文
捏
造
は
学
問
の
進
歩
を
阻
害
す
る
か
　
1
7
8

第
６
章
　
　

分

子

遺
伝

学

の
歴

史

と

、
今

後

の

目
標
　
1
8
3
．

（
１
）
分
子
遺
伝
学
を
開
拓
し
た
二
人
の
学
聖
　
1
8
5

（
２
）
分
子
遺
伝
学
の
発
展
と
核
酸
の
二
重
ラ
セ

ン
構
造
の
発
見
　
1
9
1

（
３
）
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ド
グ
マ
の
成
立
と
、
そ
の
先
に
そ
び
え
る
壁
　
1
9
4

（
４
）
研
究
者
を
商
業
主
義
と
政
治
に
巻
き
込
ん
だ
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
読
計
画
　
1
9
8

（
５
）
山
中
伸
弥
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
開
発
と
政
府
の
反
応
　
2
0
3

第
７
章
　
　

わ

が
国

の
生

命

科

学

の

滅

亡

を

阻

止

す

る

に

は
　
2
0
9

（
１
）
見
せ
か
け
に
す
ぎ
な
い
競
争
的
研
究
資
金
を
再
検
討
せ
よ
　

２１１

（
２
）
欧
米
に
例
を
見
な
い
お
粗
末
、
不
公
正
な
研
究
費
申
請
審
査
法
を
改
め
よ
　
2
1
5



（
３
）
研
究
者
を
悪
事
に
走
ら
せ

る
、
研
究
費
の
単
年
度
会
計
制
度
　

２１８

（
４
）
再
生
医
療
分
野
へ
の
偏
っ
た
研
究
費
配
分
を
改
め
よ
　
2
2
4

（
５
）
筆
者
の
研
究
を
通
し
て
見
た
、
わ
が
国
の
生
命
科
学
分
野
の
不
毛
化
　

２２８

（
６
）
研
究
不
正
防
止
の
提
言
書
に
つ
い
て
の
感
想
　
2
4
3

お

わ

り

に
　
2
4
8

主

要

参

考

文

献
　
2
5
2
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